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2022・2023年度教研テーマ

　
２
０
２
３
年
度
が
始
ま
り
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
教
会
も

学
校
も
日
常
を
取
り
戻
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
社
会
は

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
ま

す
。
昨
年
11
月
に
は
Ｏ
ｐ
ｅ
ｎ

Ａ
Ｉ
の
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ

（C
hat G

enerative 
Pre-trained Transform
er

「
生
成
可
能
な
事
前
学
習
済

み
変
換
器
」）が
公
開
さ
れ
ま
し

た
。
当
然
様
々
な
分
野
で
議
論

が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
キ

リ
ス
ト
教
学
校
で
も
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ど
の
よ
う
に
繋

が
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
誰
で
も
Ｗ
ｅ
ｂ
環
境
さ
え
あ

れ
ば
簡
単
に
繋
が
り
ま
す
の

で
、
試
し
に
「
教
会
と
キ
リ
ス

ト
教
学
校
と
Ａ
Ｉ
」
と
入
力
し

て
み
ま
し
た
。
す
る
と
間
髪
を

入
れ
ず
以
下
の
よ
う
に
返
事
が

届
き
ま
し
た
。
驚
き
で
す
。

　
【
教
会
と
キ
リ
ス
ト
教
学
校

が
Ａ
Ｉ
技
術
を
活
用
す
る
こ
と

は
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
な
役

割
を
決
定
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
以
下
に
い
く
つ
か
の

例
を
挙
げ
て
み
ま
す
。

　
①
Ａ
Ｉ
に
よ
る
教
育
支
援
：

キ
リ
ス
ト
教
学
校
は
、
Ａ
Ｉ
を

活
用
し
て
よ
り
効
果
的
な
教
育

支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
Ａ
Ｉ
を
使
っ
た
教
育
支
援

は
、
生
徒
た
ち
が
自
分
の
ペ
ー

ス
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
生
徒
た
ち
の
個
別
の
学
習

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
教
育
を
提

供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
②
Ａ
Ｉ
に
よ
る
聖
書
研
究
支

援
：
教
会
は
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し

て
聖
書
の
研
究
支
援
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
Ａ

Ｉ
に
よ
る
聖
書
の
解
釈
や
意
味

の
分
析
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
聖

書
質
問
に
関
し
て
お
答
え
す
る

こ
と
が
で
き
る
ボ
ッ
ト
を
作
成

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
③
Ａ
Ｉ
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
支
援
：
教
会
は
、
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
て
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
理
解

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
活
動

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例

え
ば
、
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
地
域
の

問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
ア
イ

デ
ア
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
メ
ン
バ
ー
に
対

し
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
Ａ

Ｉ
技
術
の
導
入
に
は
、
マ
ザ
ー

ボ
ー
ド
な
検
討
が
必
要
で
す
。

例
え
ば
、
生
徒
た
ち
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
や
個
人
情
報
保
護
、
聖

書
研
究
に
お
け
る
倫
理
的
な
問

題
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
導

入
す
る
際
に
は
、
倫
理
的
な
問

題
を
十
分
に
考
慮
し
、
適
切
な

対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
】
と
、
最
後
に
は
ご
丁

寧
に
注
意
書
き
ま
で
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
後
は
若
者
を
は
じ

め
と
し
て
多
く
の
人
々
が
Ａ
Ｉ

と
繋
が
っ
た
生
活
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　
他
方
で
人
と
人
が
画
面
以
外

で
繋
が
る
こ
と
が
特
に
大
事
に

な
り
ま
す
。「
日
本
基
督
教
団

年
鑑
」
に
よ
る
と
信
徒
数
は
１

５
８
、
６
７
８
人
で
あ
り
、
Ｃ

Ｓ
の
生
徒
数
は
７
、
９
４
４
人

で
す
。
文
化
庁
の
「
宗
教
年
鑑

（
２
０
２
１
年
度
版
）」
に
よ

る
と
信
徒
総
数
は
１
、
９
１

５
、
２
９
４
人
と
前
年
度
比
０

・
３
％
増
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
学

校
教
育
同
盟
の
統
計
で
は
学
生

生
徒
児
童
数
は
３
４
０
、
０
０

１
人
と
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
人
々
が
ど
の
よ
う
に

繋
が
る
か
が
課
題
で
す
。
キ
リ

ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟
に
属
す

る
人
々
の
叡
智
を
結
集
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

�

〈
聖
学
院
　
院
長
〉

第67回第67回
事務職員事務職員
夏期学校夏期学校

７月22日（土）〜24日（月）
御殿場市・東山荘にて開催
主題  「キリスト教学校で事務職員として働くとは？」

【申込締切 6月24日（金）】

〈事務職員夏期学校のご案内〉〈事務職員夏期学校のご案内〉
〜夏期学校実行委員長より〜〜夏期学校実行委員長より〜

佐々木　潤佐々木　潤
（青山学院宗教センター）（青山学院宗教センター）

　コロナ禍によって過去２年間オンラインで開催していた事務職　コロナ禍によって過去２年間オンラインで開催していた事務職
員夏期学校は４年ぶりに２泊３日の対面で行われます。校長に中員夏期学校は４年ぶりに２泊３日の対面で行われます。校長に中
道基夫氏、主題講演講師に鈴木契氏、牧師は五十嵐成見氏、特別道基夫氏、主題講演講師に鈴木契氏、牧師は五十嵐成見氏、特別
講演講師に横山大輔氏をお迎えします。２年間オンラインのプロ講演講師に横山大輔氏をお迎えします。２年間オンラインのプロ
グラムで開催された経験を生かし、対面でのプログラムも一新すグラムで開催された経験を生かし、対面でのプログラムも一新す
る予定です。キリスト教学校に勤める若手職員層を主な対象者とる予定です。キリスト教学校に勤める若手職員層を主な対象者と
している本研修は、毎年同じテーマ「キリスト教学校で事務職員している本研修は、毎年同じテーマ「キリスト教学校で事務職員
として働くとは？」を主題とし、キリスト教学校の存在意義であとして働くとは？」を主題とし、キリスト教学校の存在意義であ
る建学の精神、背景にあるキリスト教について理解を深めることる建学の精神、背景にあるキリスト教について理解を深めること
を主な目的とし、ディスカッションを通して参加者同士の交流もを主な目的とし、ディスカッションを通して参加者同士の交流も
できることが特徴です。今年は定員を90名とし、それを超えた場できることが特徴です。今年は定員を90名とし、それを超えた場
合は新任職員の方を優先させていただきます。多くの職員の皆様合は新任職員の方を優先させていただきます。多くの職員の皆様
の参加をお待ちしています。の参加をお待ちしています。

主題講演

鈴木　契氏

牧師

五十嵐成見氏

特別講演

横山大輔氏・和子氏

校長

中道基夫氏

《
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
》

中
道
基
夫
氏

　
１
９
６
０
年
明
石
生
ま

れ
。
関
西
学
院
大
学
神
学

部
、
研
究
科
修
了
。
１
９
８

４
年
よ
り
神
戸
栄
光
教
会
伝

道
師
、
１
９
８
７
年
よ
り
城

之
橋
教
会
牧
師
・
城
之
橋
幼

稚
園
園
長
。
１
９
９
３
年
か

ら
１
９
９
９
年
ま
で
ド
イ
ツ

・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
教

会
宣
教
協
力
牧
師
。
ハ
イ
デ

ル
ベ
ル
ク
大
学
神
学
部
留
学

を
経
て
、
２
０
０
０
年
よ
り

関
西
学
院
大
学
神
学
部
教

員
。
現
在
、
同
学
部
教
授

（
実
践
神
学
担
当
）。
２
０
２

２
年
よ
り
関
西
学
院
院
長
。

鈴
木
契
氏

　
牧
師
の
家
庭
に
育
ち
、
平

日
は
広
告
代
理
店
ク
リ
エ
ー

テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・
コ

ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
、
日
曜
は
日

曜
学
校
の
校
長
を
し
て
い
ま

す
。
キ
リ
ス
ト
教
な
ん
て

「
知
ら
ん
が
な
！
」
と
い
う

気
持
ち
と
ど
う
寄
り
添
う
か

が
人
生
の
テ
ー
マ
で
す
。

五
十
嵐
成
見
氏

　
新
潟
県
生
ま
れ
。
青
山
学

院
大
学
、
東
京
神
学
大
学

院
、
聖
学
院
大
学
院
（
博

士
）
修
了
。
複
数
の
教
会
牧

師
、
聖
学
院
大
学
准
教
授
・

チ
ャ
プ
レ
ン
を
経
て
、
現

在
、
東
京
女
子
大
学
現
代
教

養
学
部
准
教
授
（
キ
リ
ス
ト

教
学
）。
大
学
生
時
代
の
友

人
と
の
絶
交
及
び
和
解
を
契

機
に
牧
師
を
志
す
。
基
本
的

に
リ
ア
充
な
こ
と
が
好
き
。

横
山
大
輔
氏
・
和
子
氏

　
ゴ
ス
ペ
ル
シ
ン
ガ
ー
・
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー
、
ボ
イ
ス
ト

レ
ー
ナ
ー
。
そ
れ
ぞ
れ
大
学

時
代
に
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
な

り
、
賛
美
を
も
っ
て
、
神
様

の
愛
と
希
望
と
癒
し
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
世
界
中
に
伝
え
て

い
る
。
大
輔
は
ア
メ
リ
カ
留

学
中
に
音
楽
活
動
を
始
め
、

各
地
で
ラ
イ
ブ
を
行
う
。
２

０
０
４
年
に
帰
国
後
、
全
国

47
都
道
府
県
ツ
ア
ー
達
成
、

東
日
本
大
震
災
以
降
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
た
め
福
島

県
に
３
年
間
移
住
。
２
０
１

７
年
結
婚
。
２
０
２
１
年
に

は
初
の
自
伝
「
ゴ
ス
ペ
ル
ラ

イ
オ
ン
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」

出
版
。
２
０
２
２
年
に
10
枚

目
の
ソ
ロ
ア
ル
バ
ム
「
ラ
イ

フ
イ
ズ
ワ
ン
ダ
フ
ル
」
を
リ

リ
ー
ス
。
カ
ン
バ
ー
ラ
ン
ド

長
老
キ
リ
ス
ト
教
会
高
座
教

会
、
音
楽
宣
教
師
。

一
般
社
団
法
人
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟

２
０
２
3
年
度「
キ
リ
ス
ト
教
学
校

　

教
育
振
興
助
成
」の
募
集
に
つ
い
て

　
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
を
推
進
す
る
研
修
・
研
究
等
へ

の
助
成
制
度
で
す
。
要
項
・
申
請
書
等
詳
細
は
教
育
同
盟

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
「
お
知
ら
せ
」）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

助
成
金
＝
総
額
６
０
０
万
円

日
程

　
６
月
10
日
（
土
）
申
請
締
め
切
り

　
７
月
４
日
（
火
）
助
成
先
発
表
（
Ｈ
Ｐ
）

３面の昨年度実績報
告もご覧ください。

聖書のことば
　「朝、種を蒔け、夜にも手を休めるな。／実を結ぶ
のはあれかこれか／それとも両方なのか、分からない
のだから」 � （コヘレトの言葉11章6節）

　関西学院高等部には主題聖句という取り組みがあり
ます。主題聖句とは、その年の教育の柱、目標です。
高等部では、チャペル入り口に、各教室に主題聖句の
書が掲げられます。コロナ禍での主題聖句の一つがこ
の「朝、種を蒔け」でした。高等部には週に一度、ア
ッセンブリーという生徒集会があり、何度か大喜利企
画がありました。私が印象的だったのは「遅刻した時
に先生から怒られない言い訳とは？」というお題に
「朝、種を蒔いていました」という答えで大爆笑にな
っていたことです。それだけ、主題聖句が体に染みて
いるということでしょう。
　コヘレトの言葉は、聖書科の授業やチャペル、教会
で扱われることが少ないように思います。「空しい」
という言葉が38回も繰り返されているからでしょう
か。私はこの書物は、今をどう生きたらよいかを教え
てくれるものだと思います。「朝、種を蒔け」は「最
善を尽くして生きる」ことを勧めています。古代の種

蒔きは原始的です。農夫は地面に無造作に種を蒔いて
いきます。現代の農業と違い、実を結ぶ種は多くはあ
りません。どの種が実を結ぶか分かりません。まさし
く「実を結ぶのはあれかこれか／それとも両方なの
か、分からないのだから」とある通りです。そうする
と種蒔きなど無駄なことではないかと思ってしまいま
す。それはコロナ禍で私たちが支配されたマインドに
似ています。しかしコヘレトは、何をしても無駄にな
るかも知れないような状況の中であっても、いやその
ような状況の中だからこそ「朝、種を蒔け」と勧めま
す。先が見えないから諦めるのではなく、空しく、先
が見えないからこそ、今「最善を尽くして生きる」こ
とを勧めます。
　38回も出てくる「空しい」と訳される「ヘベル」と
いう言葉は「短い」「つかの間」という意味にも訳さ
れる言葉です。コロナ禍に召された卒業生、友人がい
ます。葬儀にも出席できませんでした。コロナ禍であ
ろうとなかろうと、時間は同じように進みます。学校
生活は「つかの間」。「つかの間」だからこそ、最善を
尽くして生きたいと思います。
� 〈関西学院高等部宗教主事〉

松隈　協

朝、種を蒔け

山 口 　博

教会と教会と
キリスト教学校とキリスト教学校と
AIAI（Artificial Intelligence）（Artificial Intelligence）

との繋がりとの繋がり

※各学校法人理事長・事務局長・事務長宛に要項と申込用紙を4月に送付済み。※各学校法人理事長・事務局長・事務長宛に要項と申込用紙を4月に送付済み。
　同盟HPからもダウンロードできます。（「教職員の方へ」欄からお入り下さい。）　同盟HPからもダウンロードできます。（「教職員の方へ」欄からお入り下さい。）



（2）（763号）（月刊）（第三種郵便物認可）2023年5月15日（月） キ リ ス ト 教 学 校 教 育

公
　
募

　
聖
学
院
小
学
校
で
は
月
に

一
回
、
誕
生
礼
拝
を
捧
げ
て

い
ま
す
。
礼
拝
で
は
、
そ
の

月
の
誕
生
者
が
誕
生
日
献
金

を
捧
げ
、
チ
ャ
ペ
ル
の
舞
台

に
上
が
り
み
ん
な
か
ら
お
祝

い
を
し
て
も
ら
い
、
誕
生
日

カ
ー
ド
と
キ
ャ
ン
デ
ィ
を
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
年

に
一
回
だ
け
全
員
に
や
っ
て

く
る
特
別
な
日
で
す
。
子
ど

も
た
ち
に
よ
り
捧
げ
ら
れ
た

誕
生
日
献
金
は
さ
ま
ざ
ま
な

施
設
へ
送
ら
れ
ま
す
が
、
せ

っ
か
く
捧
げ
た
自
分
た
ち
の

献
金
が
誰
を
ど
の
よ
う
に
支

え
る
こ
と
が
で
き
た
か
、
な

か
な
か
実
感
で
き
な
い
と
い

う
一
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
２
０
１
６
年
度
よ

り
日
本
国
際
飢
餓
対
策
機
構

を
通
し
て
「
チ
ャ
イ
ル
ド
サ

ポ
ー
タ
ー
制
度
」
に
参
加
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
の

制
度
は
飢
餓
や
貧
困
に
よ
り

教
育
環
境
が
整
わ
な
い
子
ど

も
た
ち
を
経
済
的
に
支
え
る

活
動
で
す
。
さ
っ
そ
く
担
当

す
る
同
じ
年
齢
の
子
ど
も
た

ち
６
名
の
写
真
と
プ
ロ
フ
ィ

ー
ル
が
送
ら
れ
て
き
て
、
各

学
年
で
一
名
の
「
も
う
一
人

の
友
だ
ち
」
の
サ
ポ
ー
ト
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　
教
室
に
は
「
友
だ
ち
」
の

写
真
が
掲
示
さ
れ
、
毎
日
一

緒
に
授
業
を
受
け
て
い
る
よ

う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

毎
年
送
ら
れ
て
く
る
写
真
か

ら
「
友
だ
ち
」
が
自
分
た
ち

と
一
緒
に
成
長
し
て
い
る
こ

と
、
そ
し
て
自
分
が
捧
げ
た

献
金
が
こ
の
子
の
役
に
立
っ

て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
で
さ

ら
に
具
体
的
に
深
く
関
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。

毎
年
一
回
の
誕
生
日
献
金
へ

の
思
い
は
大
き
く
変
わ
り
ま

し
た
。

　
学
校
の
入
口
に
あ
る
掲
示

板
に
は
「Six Friends

」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
全
学
年

で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
６
人

の
子
ど
も
た
ち
全
員
の
写
真

も
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
登

下
校
の
度
に
遠
い
外
国
で
一

緒
に
頑
張
っ
て
い
る
友
だ
ち

を
思
う
こ
と
も
日
常
の
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
つ
ら
い

で
き
ご
と
も
経
験
し
ま
し

た
。
そ
れ
は
当
時
四
年
生
が

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
「
友
だ

ち
」
が
突
然
デ
ン
グ
熱
で
亡

く
な
っ
た
こ
と
で
し
た
。

「
み
ん
な
で
献
金
を
し
て
き

た
の
に
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ

と
に
な
る
の
か
」
と
子
ど
も

た
ち
か
ら
の
声
が
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
の
こ
と
は
お
金
だ

け
で
で
き
る
サ
ポ
ー
ト
に
は

限
界
が
あ
る
こ
と
を
知
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
彼
ら
は

わ
た
し
た
ち
よ
り
ず
っ
と
過

酷
な
環
境
の
中
で
、
毎
日
を

一
生
懸
命
に
生
き
て
い
る
こ

と
、
わ
た
し
た
ち
は
献
金
だ

け
で
は
な
く
、「
友
だ
ち
」

の
た
め
に
心
を
込
め
て
祈
り

支
え
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ

と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。

　
現
在
で
は
、
誕
生
日
献
金

だ
け
で
な
く
「
聖
学
院
フ
ェ

ア
」
と
い
う
学
校
の
イ
ベ
ン

ト
で
も
児
童
委
員
会
「
宗
教

委
員
」
が
献
金
箱
を
持
っ
て

「
も
う
一
人
の
友
だ
ち
」
を

支
え
る
活
動
を
進
め
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
田
村
一
秋

〈
聖
学
院
小
学
校
教
頭
〉

　
東
京
都
品
川
区
旗
の
台
に

あ
る
香
蘭
女
学
校
中
等
科
・

高
等
科
は
、
英
国
国
教
会
の

宣
教
団
体
Ｓ
Ｐ
Ｇ
の
聖
ヒ
ル

ダ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て

１
８
８
８
年
に
麻
布
永
坂
町

で
創
立
さ
れ
た
聖
公
会
の
学

校
で
す
。
創
立
者
は
英
国
国

教
会
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ビ
カ

ス
テ
ス
主
教
で
す
。
今
年
で

学
校
は
創
立
１
３
５
周
年
を

迎
え
ま
す
。
全
校
生
徒
は
中

等
科
・
高
等
科
合
わ
せ
て
１

０
０
０
人
余
り
で
す
。

　
香
蘭
女
学
校
で
は
毎
朝
、

全
校
生
徒
が
礼
拝
堂
に
会
し

て
礼
拝
を
捧
げ
ま
す
。
そ
し

て
礼
拝
奉
仕
の
生
徒
た
ち
が

こ
の
毎
朝
の
礼
拝
を
支
え
て

い
ま
す
。
祭
壇
奉
仕
の
生
徒

た
ち
に
よ
っ
て
祭
壇
の
ロ
ウ

ソ
ク
の
灯
が
守
ら
れ
、
オ
ー

ガ
ニ
ス
ト
の
生
徒
た
ち
の
伴

奏
に
よ
っ
て
聖
歌
が
歌
わ

れ
、
日
課
朗
読
奉
仕
の
生
徒

た
ち
に
よ
っ
て
日
課
聖
書
が

奉
読
さ
れ
、
さ
ら
に
さ
ま
ざ

ま
な
式
典
の
礼
拝
で
は
ア
コ

ラ
イ
ト
の
生
徒
た
ち
に
よ
っ

て
プ
ロ
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
リ
セ

ッ
シ
ョ
ン
の
行
列
が
先
導
さ

れ
ま
す
。
そ
し
て
、
聖
歌
や

式
典
の
ア
ン
セ
ム
の
奉
唱
を

担
当
し
て
い
る
の
が
、
香
蘭

女
学
校
ク
ワ
イ
ヤ
ー
で
す
。

　
音
楽
教
員
と
し
て
赴
任
さ

れ
た
ミ
セ
ス
・
ス
パ
ッ
ク
マ

ン
に
よ
っ
て
１
９
２
０
年
に

聖
歌
隊
、
現
在
の
ク
ワ
イ
ヤ

ー
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
戦

争
等
で
中
断
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、

後
に
復
活
、
２
０
２
０
年
に

は
ク
ワ
イ
ヤ
ー
創
設
１
０
０

年
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
の
年
に
記
念
コ
ン

サ
ー
ト
も
予
定
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
突

然
の
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
に
延
期
と
な
り
、

よ
う
や
く
今
秋
11
月

に
、
創
設
１
０
０
年

記
念
と
学
校
創
立
１

３
５
周
年
記
念
を
兼

ね
た
感
謝
礼
拝
を
、

唱
詠
晩
祷
の
形
で
行

う
と
と
も
に
、
記
念

コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
記
念

の
Ｃ
Ｄ
録
音
も
今
年
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
香
蘭
女
学
校
の
ク
ワ
イ
ヤ

ー
は
、
礼
拝
奉
仕
団
体
と
し

て
中
等
科
入
学
感
謝
礼
拝
・

高
等
科
卒
業
感
謝
礼
拝
・
ク

リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
点
灯
式
・

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
・
入
試
説

明
会
等
で
ア
ン
セ
ム
を
奉
唱

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ

ナ
禍
で
中
断
し
て
い
ま
し
た

が
、
日
本
聖
公
会
三
光
教
会

の
創
立
記
念
日
感
謝
礼
拝
や

同
教
会
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ

礼
拝
（
唱
詠
晩
祷
）
で
も
ア

ン
セ
ム
を
奉
唱
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
今
年
で
68
回

目
を
迎
え
る
、
キ
リ
ス
ト
教

学
校
教
育
同
盟
関
東
地
区
の

中
学
・
高
校
が
集
ま
っ
て
開

催
さ
れ
る
聖
歌
合
唱
交
歓
会

で
も
毎
年
歌
を
披
露
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
香
蘭
女
学

校
の
文
化
祭
で
あ
る
ヒ
ル
ダ

祭
で
は
、
宗
教
曲
だ
け
で
な

く
ポ
ッ
プ
ス
や
映
画
音
楽
な

ど
を
歌
っ
た
り
も
し
ま
す
。

　
歌
う
こ
と
が
大
好
き
な
生

徒
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
神
様

へ
の
賛
美
を
歌
い
あ
げ
る
喜

び
を
共
に
す
る
日
々
を
送
っ

て
い
る
香
蘭
女
学
校
ク
ワ
イ

ヤ
ー
。
今
年
も
多
く
の
奉
仕

の
機
会
が
待
っ
て
い
ま
す
。

�

田
村
浩
一

（
香
蘭
女
学
校
中
等
科
・
高

等
科
ク
ワ
イ
ヤ
ー
顧
問
）

　
立
教
学
院
諸
聖
徒
礼
拝
堂

日
曜
学
校
さ
ゆ
り
会
は
、
残

さ
れ
て
い
る
記
録
が
正
し
け

れ
ば
今
年
で
開
校
77
年
を
迎

え
ま
す
。
さ
ゆ
り
会
は
大
学

チ
ャ
ペ
ル
の
日
曜
学
校
で
あ

る
と
同
時
に
立
教
大
学
が
公

認
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ク
ル
で
す
。
教
師
た
ち
は

皆
、
現
役
の
大
学
生
。
ほ
と

ん
ど
が
未
信
徒
で
す
が
、
長

き
に
亘
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教

の
チ
ャ
ペ
ル
と
し
て
の
大
切

な
地
域
宣
教
の
働
き
を
支
え

て
き
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
、

多
く
の
キ
リ
ス
ト
教
会
で
日

曜
学
校
運
営
が
難
し
く
な
り

つ
つ
あ
る
状
況
の
中
で
、
約

20
名
の
大
学
生
ス
タ
ッ
フ
た

ち
が
毎
週
30
名
以
上
の
子
ど

も
た
ち
を
迎
え
、
共
に
礼
拝

を
守
り
、
礼
拝
後
の
分
級
で

は
大
学
構
内
を
フ
ル
で
使

い
、
全
力
で
遊
び
、
学
ぶ
と

い
う
日
曜
学
校
は
そ
ん
な
に

は
多
く
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
礼
拝
で
の
教
話
も
大
学

生
ス
タ
ッ
フ
が
毎
週
交
替
で

担
当
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
以
前

は
、
春
と
秋
に
は
遠
足
、
夏

に
は
２
泊
３
日
の
キ
ャ
ン

プ
、
イ
ー
ス
タ
ー
と
ク
リ
ス

マ
ス
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
毎

回
１
０
０
名
近
い
地
域
の
子

ど
も
た
ち
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

　
し
か
し
２
０
２
０
年
２
月

か
ら
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的

な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の

影
響
を
受
け
、
チ
ャ

ペ
ル
の
礼
拝
自
体
が

休
止
と
な
る
と
、
日

曜
学
校
さ
ゆ
り
会
の

活
動
も
す
べ
て
何
も

で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
大
学

の
サ
ー
ク
ル
と
い
う

こ
と
も
あ
り
大
学
が

課
す
活
動
制
限
も
さ

ゆ
り
会
に
は
重
い
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

け
れ
ど
そ
う
し
た
厳

し
い
現
実
に
直
面
し

な
が
ら
も
、
大
学
生

ス
タ
ッ
フ
た
ち
は
何

と
か
子
ど
も
た
ち
と

の
接
点
を
保
ち
続
け

よ
う
と
毎
週
オ
ン
ラ

イ
ン
で
礼
拝
を
守

り
、
フ
レ
ン
ド
シ
ッ

プ
デ
ー
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
を
子
ど
も
た
ち
が
楽
し

め
る
よ
う
に
と
工
夫
を
凝
ら

し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し

な
が
ら
提
供
し
ま
し
た
。
ス

タ
ッ
フ
た
ち
に
よ
る
礼
拝
で

の
教
話
も
毎
週
の
配
信
を
続

け
ま
し
た
。
２
０
２
１
年
10

月
か
ら
は
対
面
で
の
礼
拝
だ

け
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
た

っ
た
20
分
程
度
の
短
い
時
間

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ

で
も
、
共
に
集
え
る
こ
と
が

嬉
し
か
っ
た
し
、
共
に
居
る

こ
と
の
豊
か
さ
と
確
か
さ
を

実
感
す
る
時
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
は
学

内
の
分
級
活
動
休
止
期
間
が

続
き
ま
し
た
が
、
や
が
て
学

外
で
の
分
級
活
動
が
認
め
ら

れ
、
晴
れ
た
日
に
は
近
所
の

公
園
で
活
動
も
行
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
雨

の
日
は
礼
拝
の
み
で
終
了
と

い
う
寂
し
い
日
も
あ
り
ま
し

た
。
学
生
た
ち
は
と
に
か
く

活
動
で
き
る
日
を
ひ
た
す
ら

待
ち
続
け
ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
、
よ
う
や
く
礼

拝
も
分
級
も
昔
の
よ
う
に
行

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
数
も
以
前
か

ら
さ
ほ
ど
減
っ
て
は
い
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
学
生
ス
タ
ッ
フ

が
こ
の
時
を
忍
耐
と
知
恵
を

も
っ
て
乗
り
越
え
て
く
れ
た

か
ら
で
す
。
そ
の
頑
張
り
は

子
ど
も
も
保
護
者
た
ち
も
み

ん
な
が
知
っ
て
い
ま
す
。
こ

ん
な
困
難
を
過
ぎ
越
し
て
き

た
さ
ゆ
り
会
は
、
こ
れ
か
ら

も
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
笑

い
声
に
溢
れ
、
神
に
愛
さ

れ
、
そ
し
て
人
を
大
切
に
思

う
こ
と
の
で
き
る
人
を
豊
か

に
育
む
場
で
在
り
続
け
て
い

く
と
信
じ
て
い
ま
す
。

�

中
川
英
樹

〈
立
教
大
学
チ
ャ
プ
レ
ン
〉

※
特
記
の
な
い
採
用
予
定
日

は
24
年
４
月
１
日
で
す
。

▽
神
戸
女
学
院
大
学

▼
文
学
部
総
合
文
化
学
科

職
種
＝
日
本
近
現
代
文
学
・

国
語
科
教
育
学
、
フ
ラ
ン

ス
語
圏
文
化
研
究
、
日
本

語
教
育
学　
教
授
、
准
教

授
又
は
専
任
講
師
各
１
名

応
募
締
切
＝
５
月
22
日

問
合
せ
＝
☎0798-51-8549

▼
人
間
科
学
部
環
境
・
バ
イ

オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

職
種
＝
Ｉ
Ｔ
教
育
分
野　
教

授
、
准
教
授
又
は
専
任
講

師
１
名

応
募
締
切
＝
８
月
18
日

問
合
せ
＝
☎0798-51-8553

▽
活
水
女
子
大
学

▼
看
護
学
部
看
護
学
科

職
種
＝
①
公
衆
衛
生
看
護
学

②
母
性
看
護
学
③
基
礎
看

護
学　
①
教
授
、
准
教
授

講
師
又
は
助
教
②
③
准
教

授
、
講
師
又
は
助
教　
①

②
各
１
名
③
２
名

採
用
予
定
日
＝
９
月
１
日
～

応
募
締
切
＝
６
月
30
日

問
合
せ
＝
☎095-822-4107

▽
東
北
学
院
中
学
校
・
高
等

学
校

職
種
＝
聖
書
科　
教
諭
１
名

応
募
締
切
＝
５
月
31
日

問
合
せ
＝
☎022-786-1231

▽
青
山
学
院
高
等
部

職
種
＝
特
別
教
諭　
国
語
科

１
～
２
名
、
公
民
科
１
名

応
募
締
切
＝
５
月
12
日

問
合
せ
＝
☎03-3409-3880

▽
国
際
基
督
教
大
学
高
等
学

校職
種
＝
国
語
科　
専
任
教
諭

１
名

応
募
締
切
＝
６
月
19
日

問
合
せ
＝
☎0422-33-3410

▽
立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等

学
校

職
種
＝
社
会
科　
専
任
教
諭

１
名

応
募
締
切
＝
５
月
26
日

問
合
せ
＝
☎03-3985-2707

▽
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
中
学
校

・
高
等
学
校

職
種
＝
①
国
語
科
②
英
語
科

③
情
報
科　
専
任
教
諭
①

③
各
１
名
②
若
干
名

応
募
締
切
＝
①
５
月
12
日
②

③
５
月
24
日

問
合
せ
＝
☎045-641-0242

▽
同
志
社
女
子
中
学
校
・
高

等
学
校

職
種
＝
①
社
会
科
②
数
学
科

③
英
語
科　
専
任
教
員
各

１
名

応
募
締
切
＝
①
５
月
24
日
②

６
月
12
日
③
６
月
15
日

問
合
せ
＝
☎075-251-4305

▽
青
山
学
院
初
等
部

職
種
＝
全
教
科
（
担
任
）
特

別
教
諭
（
専
任
）
１
名

応
募
締
切
＝
５
月
18
日

問
合
せ
＝
☎03-3409-6897

▽
（
学
）
明
治
学
院

職
種
＝
専
任
事
務
職
員
①
中

途
②
新
卒　
各
若
干
名

採
用
予
定
日
＝
①
10
月
１
日

応
募
締
切
＝
５
月
22 

日

問
合
せ
＝
☎03-5421-5117

誕生礼拝での献金

Six�Friendsの掲示の前で

ミ
セ
ス
・
ス
パ
ッ
ク
マ
ン

　
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
点
灯
式
　

近
隣
の
公
園
で
の
分
級
活
動
　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ

デ
ー
も
継
続

わ
た
し
た
ち
の
奉
仕
活
動

わ
た
し
た
ち
の
奉
仕
活
動

　
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、児
童
・
生
徒
・
学
生
た
ち
が

携
わ
る
奉
仕
活
動
を
、小
学
校
、中
学
・
高
校
、大

学
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
校
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

共に生き、成長する共に生き、成長する
「もうひとりの友だち」「もうひとりの友だち」
チャイルドサポーターチャイルドサポーター
聖学院小学校聖学院小学校

2020年に2020年に
創立100周年を迎えた創立100周年を迎えた
香蘭女学校クワイヤー香蘭女学校クワイヤー

「困難を過ぎ越して」「困難を過ぎ越して」
日曜学校活動日曜学校活動

立教大学・さゆり会立教大学・さゆり会

オ
ン
ラ
イ
ン
礼
拝
　

三光教会クリスマス礼拝

入試説明会で奉唱



（3） （月刊）（第三種郵便物認可）キ リ ス ト 教 学 校 教 育（763号） 2023年5月15日（月）

と
し
ま
し
た
。

　
基
礎
ク
ラ
ス
で
は
、
ハ
ン

ド
ベ
ル
特
有
の
打
ち
方
や
音

の
響
か
せ
方
、
様
々
な
奏
法

や
複
数
の
ベ
ル
を
演
奏
す
る

際
の
持
ち
替
え
等
を
実
践
し

ま
し
た
。
受
講
前
は
、
奏
法

が
記
さ
れ
て
い
る
楽
譜
を
見

て
も
実
際
に
ど
の
よ
う
に
演

奏
す
る
か
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
ず
、
自
分
な
り
に
調
べ

た
り
生
徒
に
尋
ね
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
講

習
に
参
加
し
ハ
ン
ド
ベ

ル
連
盟
の
認
定
講
師
か

ら
教
わ
る
こ
と
で
、
正

し
い
演
奏
方
法
に
つ
い

て
具
体
的
に
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
勤
務
校
が
実
践
し

て
き
た
ハ
ン
ド
ベ
ル
の

打
ち
方
は
、
主
に
手
首

の
運
動
と
肘
を
伸
ば
す

加
盟
校
動
静

　
関
東
地
区
大
学
部
会
の
２

０
２
２
年
度
研
究
集
会
が
、

３
月
23
日
（
木
）、
東
洋
英

和
女
学
院
大
学
大
学
院
（
東

京
都
港
区
）
で
対
面
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
究
集
会
は
、

「
旧
統
一
協
会
と
カ
ル
ト
宗

教
、
２
世
問
題
へ
の
大
学
の

取
組
み
に
つ
い
て
考
え
る
」

と
題
し
、
こ
の
１
年
間
、
マ

ス
コ
ミ
等
で
連
日
大
き
く
取

り
あ
げ
ら
れ
た
旧
統
一
協
会

の
問
題
を
中
心
に
、
広
い
意

味
で
の
カ
ル
ト
宗
教
と
、
現

在
の
青
年
層
を
取
り
巻
く
精

神
的
状
況
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
あ
ら
た
め
て
キ
リ
ス

ト
教
主
義
に
立
つ
大
学
の
根

本
姿
勢
を
確
認
す
る
こ
と
を

テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。

　
東
洋
英
和
女
学
院
副
院
長

の
高
橋
貞
二
郎
先
生
よ
り
歓

迎
の
挨
拶
を
い
た
だ
い
た

後
、
開
会
礼
拝
に
て
、
東
洋

英
和
女
学
院
宗
教
部
長
の
伊

勢
田
奈
緒
先
生
は
、
自
分
の

こ
と
し
か
考
え
な
い
学
生

が
、
そ
の
自
分
に
も
関
心
を

注
い
で
い
て
く
れ
て
い
た
こ

と
に
後
で
気
づ
き
、
感
動

し
、
生
ま
れ
か
わ
っ
て
執
り

成
す
人
間
に
な
っ
て
い
く
。

そ
こ
に
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学

校
の
よ
き
働
き
が
あ
る
と
し

て
、
東
洋
英
和
女
学
院
出
身

で
、「
小
諸
い
ず
み
会
い
の

ち
の
家
」
で
、
旧
統
一
協
会

か
ら
の
脱
会
者
と
そ
の
家
族

を
長
年
支
援
さ
れ
た
故
川
崎

経
子
牧
師
の
働
き
に
つ
い
て

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
基
調
講
演
を
日

本
基
督
教
団
仙
台
宮
城
野
教

会
の
齋
藤
篤
牧
師
よ
り
い
た

だ
き
ま
し
た
。
齋
藤
先
生

は
、
奇
し
く
も
「
い
の
ち
の

家
」
で
、
川
崎
経
子
先
生
か

ら
当
事
者
と
家
族
へ
の
か
か

わ
り
方
の
イ
ロ
ハ
を
学
ば
れ

た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら

始
め
ら
れ
て
、
ご
自
身
が
中

学
か
ら
大
学
時
代
に
か
け
て

「
エ
ホ
バ
の
証
人
」
の
信
者

経
験
を
持
ち
、
ま
た
、
そ
の

後
牧
師
と
し
て
長
年
カ
ル
ト

宗
教
対
策
に
取
り
組
ん
で
こ

ら
れ
た
経
験
、「
エ
ホ
バ
の

証
人
」
と
旧
統
一
協
会
と
の

違
い
や
、
最
近
の
政
府
の
カ

ル
ト
対
策
の
問
題
点
な
ど
、

い
く
つ
も
の
重
要
な
指
摘
を

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
特
に
、「
カ
ル
ト
」
の
本

質
は
「
歪
ん
だ
支
配
」
で
あ

る
と
し
て
、
そ
の
意
味
で
現

在
の
日
本
社
会
に
は
、
宗
教

に
限
ら
ず
、
個
人
の
人
権
や

尊
厳
、
自
律
性
を
阻
む
さ
ま

ざ
ま
な
形
の
「
カ
ル
ト
」
が

根
を
張
っ
て
い
る
現
実
が
あ

る
と
の
指
摘
に
は
、
一
同
目

を
開
か
れ
る
思
い
で
し
た
。

学
生
・
生
徒
が
、
ど
う
や
っ

て
そ
の
「
歪
ん
だ
支
配
」
か

ら
抜
け
出
て
、
本
来
の
豊
か

な
人
間
性
を
回
復
し
て
い
く

か
。
そ
こ
に
キ
リ
ス
ト
教
主

義
学
校
の
使
命
と
喜
び
が
あ

る
と
の
気
づ
き
を
与
え
ら
れ

た
研
修
会
で
し
た
。

　
今
回
の
研
究
集
会
の
様
子

は
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

ス
ト
レ
ー
ジ
を
利
用
し
て
閲

覧
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�
永
野
茂
洋

〈
明
治
学
院
大
学
、
関
東
地

区
大
学
部
会
委
員
長
〉

【
参
加
し
た
研
修
】

　
第
40
回
ハ
ン
ド
ベ
ル
指
導

者
講
習
会
（
２
０
２
２
年
６

月
25
日
（
土
）
〜
26
日

（
日
）、
東
京
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
て
）

【
研
修
に
て
得
た
知
見
と
現

場
で
の
実
践
】

　
基
礎
的
な
奏
法
と
知
識
の

習
得
の
た
め
に
参
加
し
ま
し

た
。
２
日
間
の
日
程
の
中
で

基
礎
ク
ラ
ス
・
編
曲
法
・
指

揮
法
の
３
ク
ラ
ス
を
受
講

し
、
勤
務
校
で
の
指
導
に
直

結
す
る
内
容
の
習
得
を
目
的

動
作
を
組
み
合
わ
せ
る
方
法

が
定
着
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
講
習
で
は
、
前
の
拍
か

ら
の
予
備
運
動
を
行
っ
て
か

ら
ベ
ル
を
打
つ
方
法
と
、
打

っ
た
後
に
も
弧
を
描
く
よ
う

に
楽
器
を
回
し
て
か
ら
音
を

止
め
る
方
法
を
教
わ
り
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
は
す
ぐ
に
奏

法
を
変
え
る
こ
と
は
難
し
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
演
奏

方
法
の
違
い
が
も
た
ら
す
響

き
の
違
い
な
ど
を
体
感
し
な

が
ら
、
喜
び
を
持
っ
て
演
奏

で
き
る
よ
う
な
指
導
を
心
が

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

【
本
校
ハ
ン
ド
ベ
ル
ク
ワ
イ

ア
の
活
動
に
つ
い
て
】

　
２
０
２
２
年
度
は
学
内
で

の
演
奏
機
会
（
13
件
）
を
中

心
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に

３
年
間
で
き
て
い
な
か
っ
た

近
隣
教
会
で
の
献
奏
も
、
今

年
の
２
月
に
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

�

須
田
彩
貴
咲

〈
宮
城
学
院
中
学
校
・
高
等

学
校
ハ
ン
ド
ベ
ル
ク
ワ
イ
ア

顧
問
〉

　
本
紙
２
０
２
２
年
５
月
号

に
報
告
し
ま
し
た
「〈
研
究

報
告
〉
寄
附
行
為
か
ら
組
織

の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
知
る
」
の

継
続
研
究
と
し
て
、
キ
リ
ス

ト
教
系
学
校
法
人
の
評
議
員

会
の
役
割
と
機
能
に
つ
い
て

研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一

般
的
に
学
校
法
人
（
私
立
学

校
）
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
意
思

決
定
の
仕
組
み
）
の
特
徴

は
、
①
意
思
決
定
過
程
の
利

害
関
係
者
の
関
与
、
②
監
督

機
能
と
意
思
決
定
・
執
行
機

能
の
未
分
化
、
③
経
営
に
関

す
る
情
報
の
複
雑
性
と
透
明

性
の
問
題
と
し
て
記
述
で
き

ま
す
（
金
子
，
２
０
１
８
）。

学
校
法
人
の
意
思
決
定
に
教

職
員
が
評
議
員
や
理
事
と
し

て
関
与
し
、
評
議
員
と
理
事

の
兼
任
も
可
能
、
そ
し
て
学

校
の
経
営
そ
の
も
の
が
複
雑

な
要
素
を
含
む
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
納
得
で
き
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
近
年
、
学
校
法
人
ガ
バ
ナ

ン
ス
改
革
を
め
ぐ
る
議
論
が

盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
特

に
、
評
議
員
会
の
権
限
と
機

能
に
つ
い
て
は
様
々
な
議
論

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
２
０
２
１
年
10
月
18
日

に
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同

盟
理
事
長
名
で
「
学
校
法
人

ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
を
め
ぐ
る

議
論
に
対
す
る
要
望
」（
以

下
、「
要
望
」）
が
文
科
省
に

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で

は
、
評
議
員
会
は
、
学
校
運

営
の
生
命
線
で
あ
る
「
建
学

の
精
神
」
に
基
づ
く
教
育
方

針
を
理
解
す
る
教
職
員
や
同

窓
生
、
保
護
者
等
の
学
校
関

係
者
と
学
外
有
識
者
に
よ
っ

て
バ
ラ
ン
ス
良
く
構
成
さ
れ

る
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
言
説
に

納
得
し
つ
つ
も
、
学
校
法
人

の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
研
究
す
る

立
場
か
ら
「
要
望
」
を
読
み

返
す
と
、
素
朴
な
疑
問
が
わ

い
て
き
ま
す
。「『
建
学
の
精

神
』
に
基
づ
く
教
育
方
針
を

理
解
す
る
」
と
は
、
具
体
的

に
何
を
意
味
す
る
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
は
、
評
議
員
と

し
て
の
役
割
を
理
解
し
た
上

で
、「
建
学
の
精
神
」
を
踏

ま
え
た
理
想
と
す
る
キ
リ
ス

ト
教
主
義
教
育
の
実
現
に
つ

い
て
主
体
的
に
悩
み
考
え
、

自
分
の
言
葉
で
語
れ
る
こ
と

だ
と
理
解
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
キ
リ
ス
ト
教
系
学
校
法
人

は
、
時
代
と
環
境
が
変
化
す

る
中
で
も
、
組
織
の
存
在
を

支
え
る
キ
リ
ス
ト
教
性
を
保

ち
、
教
育
活
動
に
生
か
す
使

命
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
社

会
の
世
俗
化
に
必
然
的
に
寄

与
す
る
側
面
を
持
つ
学
校
と

い
う
組
織
に
お
い
て
、
キ
リ

ス
ト
教
性
を
維
持
し
よ
う
と

す
る
試
み
自
体
に
、
キ
リ
ス

ト
教
系
学
校
法
人
の
希
少

性
、
す
な
わ
ち
存
在
意
義
が

あ
る
の
で
す
（Ito, 

２
０

２
２
）。

　
今
後
、
全
国
の
学
校
法
人

は
私
立
学
校
法
改
正
を
念
頭

に
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

検
討
を
開
始
し
、
寄
附
行
為

の
改
正
を
行
う
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
評
議
員
会
の
役

割
と
機
能
、
そ
し
て
理
事
会

と
の
健
全
な
関
係
に
つ
い
て

考
え
る
な
か
で
、
キ
リ
ス
ト

教
主
義
教
育
の
実
現
に
寄
与

す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方

に
つ
い
て
悩
み
考
え
る
こ
と

が
不
可
欠
で
す
。

　
本
研
究
の
内
容
は
２
０
２

３
年
９
月
１
日
（
金
）
に
開

催
さ
れ
る
「
第
９
回
全
国
事

務
局
長
・
事
務
長
会
議
（
仙

台
市
・
東
北
学
院
大
学
）」

に
て
発
表
す
る
予
定
で
す
。

キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟

の
関
係
者
の
み
な
さ
ま
に
感

謝
の
意
を
表
明
し
ま
す
。
そ

し
て
、
一
緒
に
悩
み
考
え
る

時
間
を
共
有
し
て
く
だ
さ
る

平
山
崇
氏
と
公
門
健
氏
に
、

日
頃
の
感
謝
と
と
も
に
、
こ

の
小
論
を
捧
げ
ま
す
。

〈
参
考
文
献
〉

金
子
元
久
．(2018). 

「
私

立
大
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
― 

日

本
的
特
質
と
課
題
」『IDE 

現
代
の
高
等
教
育
』606, 

37-43.
Ito, A. (2022).  An 
analysis of bylaws 
of Christian school 
corporations in 
Japan: The im

pact 
of Christianity on 
organizational 
governance. HEGP, 
3

 (2
), 120-132.

�

伊
藤
彰
浩

〈
西
南
学
院
大
学
教
授
・
広

島
大
学
高
等
教
育
研
究
開
発

セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
〉

新
年
度
動
静

（
４
月
24
日
ま
で
に
文
書
で

の
報
告
分
。
前
年
度
未
掲
載

分
も
含
む
。
敬
称
略
）

〈
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
〉

東
北
学
院
大
学
五
橋
キ
ャ
ン

パ
ス
〒984-8588

仙
台
市
若

林
区
清
水
小
路
３
―
１
☎

022-354-8100

関
東
学
院
大
学
横
浜
・
関
内

キ
ャ
ン
パ
ス
〒231-8328

横

浜
市
中
区
万
代
町
１
―
１
―

１
☎045-264-4311

〈
名
称
変
更
〉

三
育
学
院
中
学
校
→
三
育
学

院
中
等
教
育
学
校

聖
坂
養
護
学
校
→
聖
坂
支
援

学
校

〈
共
学
化
〉

青
山
学
院
横
浜
英
和
高
等
学

校　
女
子
校
か
ら
共
学
へ

〈
閉
校
〉

近
江
兄
弟
社
小
学
校

〈
人
事
〉

盛
岡
大
学

附
属
高
等
学
校
校
長
＝
及
川

浩
純

宮
城
学
院

女
子
大
学
学
長
＝
長
谷
部
弘

尚
絅
学
院

事
務
局
長
＝
鈴
木
寿

東
北
学
院

中
学
校
・
高
等
学
校
校
長
＝

帆
足
直
治

山
形
学
院

高
等
学
校
校
長
＝
佐
藤
圭
一

聖
光
学
院

事
務
局
長
＝
渡
邉
穣
嗣

新
島
学
園

中
学
校
・
高
等
学
校
校
長
＝

小
栗
仁
志

浦
和
ル
ー
テ
ル
学
院

理
事
長
＝
福
島
宏
政

三
育
学
院

大
学
付
属
光
風
台
三
育
小
学

校
校
長
＝
上
谷
佳
弘
、、
横

浜
三
育
小
学
校
校
長
＝
野
口

秀
昭
、
函
館
三
育
小
学
校
校

長
＝
小
原
義
信

聖
書
学
園

事
務
長
＝
小
川
芳
樹

青
山
学
院

初
等
部
部
長
＝
小
野
裕
司

普
連
土
学
園

事
務
長
＝
渡
邊
億
徳

女
子
学
院

理
事
長
＝
持
田
侑
宏
、
事
務

長
＝
祖
父
江
健
一

啓
明
学
園

理
事
長
＝
夏
坂
真
澄

香
蘭
女
学
校

事
務
長
＝
武
藤
孝
宏

明
治
学
院

中
学
校
・
東
村
山
高
等
学
校

校
長
＝
大
西
哲
也

日
本
聾
話
学
校

理
事
長
＝
水
口
洋

立
教
学
院

院
長
＝
西
原
廉
太
、
総
務
部

長
＝
菅
谷
直
美

立
教
女
学
院

中
学
校
・
高
等
学
校
校
長
＝

浅
香
美
音
子

ル
ー
テ
ル
学
院

事
務
局
長
＝
市
吉
伸
行

聖
学
院

理
事
長
＝
小
池
茂
子
、
事
務

総
局
長
＝
島
村
宣
生

草
苑
学
園

草
苑
保
育
専
門
学
校
校
長
＝

太
田
満
喜

東
京
神
学
大
学

学
長
＝
神
代
真
砂
実
、
事
務

長
＝
𡈽
橋
正
文

フ
ェ
リ
ス
女
学
院

学
院
長
＝
秋
岡
陽

平
和
学
園

学
園
長
＝
橘
明
子
、
ア
レ
セ

イ
ア
湘
南
中
学
校
・
高
等
学

校
校
長
＝
小
林
直
樹

和
泉
短
期
大
学

事
務
局
長
＝
平
塚
豊

横
浜
英
和
学
院

理
事
長
＝
嶋
田
順
好
、
青
山

学
院
横
浜
英
和
小
学
校
校
長

＝
中
村
貞
雄

敬
和
学
園

大
学
学
長
＝
金
山
愛
子

清
水
国
際
学
園

理
事
長
＝
水
野
克
彦

金
城
学
院

中
学
校
・
高
等
学
校
校
長
＝

野
々
垣
愼
治

名
古
屋
学
院

名
古
屋
中
学
校
・
高
等
学
校

校
長
＝
永
田
久
喜

同
志
社

中
学
校
・
高
等
学
校
校
長
＝

中
澤
圭

平
安
女
学
院

理
事
長
＝
毛
利
憲
一
、
学
院

長
＝
高
地
敬
、
大
学
学
長
＝

谷
口
吉
弘

梅
花
学
園

梅
花
中
学
校
・
高
等
学
校
校

長
＝
菅
本
大
二

桃
山
学
院

教
育
大
学
学
長
＝
中
野
瑞
彦

大
阪
キ
リ
ス
ト
教
学
院

事
務
局
長
＝
野
原
靖

日
ノ
本
学
園

学
園
長
＝
橋
崎
良
治

２
０
２
２
年
度
教
職
員　

就
職
支
援
登
録
状
況
報
告

　
22
年
度
の
登
録
者
は
40
名

（
21
年
度
44
名
）、
う
ち
加

盟
校
へ
の
就
職
決
定
報
告
者

は
８
名
（
21
年
度
９
名
）。

加
盟
校
か
ら
の
公
募
件
数

（
本
紙
及
び
教
育
同
盟
Ｈ
Ｐ

に
掲
載
）
は
、
延
べ
４
５
９

件
（
21
年
度
３
７
８
件
）
で

し
た
。

※
23
年
度
就
職
支
援
登
録
状

況
を
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
ド
ラ
イ

ブ
で
閲
覧
す
る
た
め
の
Ｕ
Ｒ

Ｌ
を
、
先
月
加
盟
学
校
法
人

事
務
局
長
・
事
務
長
宛
に
お

送
り
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

東
洋
英
和
女
学
院
大
学
大
学
院

全学院公開クリスマス
（音楽の部）での演奏

関
西
学
院

大
学
学
長
＝
森
康
俊
、
大
阪

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク

ー
ル
校
長
＝K

u
rt 

M
ecklem

啓
明
学
院

院
長
＝
辻
学

頌
栄
保
育
学
院

理
事
長
＝
相
澤
弘
典
、
頌
栄

短
期
大
学
学
長
＝
関
田
良
、

事
務
局
長
＝
小
野
里
佳

夙
川
学
院

事
務
局
長
＝
岡
清
秀

四
国
学
院

事
務
統
括
部
長
＝
金
関
貴
之

松
山
東
雲
学
園

理
事
長
＝
丸
木
公
介

西
南
学
院

大
学
学
長
＝
今
井
尚
生

活
水
学
院

活
水
女
子
大
学
学
長
＝
広
瀬

訓
、
活
水
中
学
校
・
高
等
学

校
校
長
＝
安
部
成
年

九
州
学
院

中
学
校
・
高
等
学
校
校
長
＝

室
永
芳
久

九
州
ル
ー
テ
ル
学
院

事
務
局
長
＝
櫻
井
和
夫

2022年度2022年度
キリスト教学校キリスト教学校
教育振興助成教育振興助成
利用実績より利用実績より

　
教
育
同
盟
で
は
23
年
度
の
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育

振
興
助
成
の
申
請
を
受
け
付
け
中
で
す
。
学
内
研
修

開
催
、
学
外
研
修
参
加
、
キ
リ
ス
ト
教
教
育
に
関
わ

る
研
究
等
を
、
教
育
同
盟
が
費
用
負
担
す
る
こ
と
に

よ
り
支
援
い
た
し
ま
す
。
昨
年
度
実
績
（
23
件
）
か

ら
２
つ
の
報
告
を
ご
紹
介
し
ま
す
の
で
、
ご
参
考
の

う
え
、
今
年
度
の
利
用
を
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

助成制度を助成制度を
� 利用して� 利用して

宮城学院
中学校・高等学校

研修参加利用

学
校
法
人
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
と

学
校
法
人
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
と

��

キ
リ
ス
ト
教
系
学
校
法
人

キ
リ
ス
ト
教
系
学
校
法
人

西
南
学
院
大
学

研究利用

関
東
地
区

2022年度2022年度
大学部会大学部会
研究集会研究集会
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い
た
フ
ラ
ン
ス
ア
ル
フ
レ
ッ

ド
・
ケ
ル
ン
社
製
の
パ
イ
プ

オ
ル
ガ
ン
を
移
設
し
、
日
々

の
礼
拝
の
ほ
か
、
一
般
向
け

の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
も
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。
さ
ら
に
各

棟
は
「
Ｔ
Ｇ
Ｕ
リ
ン
グ
」
と

呼
ば
れ
る
回
遊
道
線
で
つ
な

が
っ
て
お
り
、
学
生
が
移
動

し
な
が
ら
対
話
や
交
流
を
す

る
こ
と
で
、
文
系
・
理
系
学

部
の
学
生
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
シ
ナ
ジ

ー
効
果
を
生
み
出
す
狙
い
が

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
新
キ
ャ

ン
パ
ス
の
設
立
に

伴
い
、
学
部
再
編

を
実
施
し
、
こ
れ

ま
で
本
学
が
培
っ

て
き
た
専
門
性
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ

た
４
学
部
５
学
科

（
地
域
総
合
学
部

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
学
科
」「
政

策
デ
ザ
イ
ン
学

科
」、
情
報
学
部

　この質問は、大学の講義中に受講者から実際に
受けたものです。そして、この質問を聞いた時、
自分自身がまだ大学生で、家の近所の教会に通い
始めた頃の記憶が蘇りました。
　私はクリスチャン・ホーム出身ではありませ
ん。元々は大学で神道を学んでいました。今でも
有効かは分かりませんが、神社の神主の免許も取
得しました。しかし、その後、紆余曲折を経て洗
礼を受け、さらに神学校を卒業し、牧師となり、
キリスト教の授業を担当するまでになりました。
神道の祈りと、キリスト教の祈りは何が違うのだ
ろうか。大学生だった頃の私に聞いたら、どのよ
うに考えたでしょうか。あるいはキリスト教の授
業を担当している現在の私は、学生に対してどの
ように答えたら良いのでしょうか。
　確かに祈りというのは、キリスト教に限らず、
あらゆる宗教に見られるものであり、その点では
普遍的な宗教行為と言えます。特に現代では宗教
間対話が進み、歴史的な対立を乗り越え、諸宗教
の相互理解と協調に向けた努力が続けられていま
す。そのため、他宗教の祈りを蔑視したり、キリ
スト教の祈りの優越性を主張するようなことは慎
むべきでしょう。私たちは、異なる信仰や祈りの

形態に対しても敬意を払うべきであり、その意味
においては、たとえ祈る対象や形式が異なってい
ても、「共に」祈ることはできると考えます。
　しかし、そうは言っても、いわゆる「万教帰
一」的な考え方、つまりキリスト教の祈りも他宗
教の祈りも、対象や形式が異なるだけで、結局は
同じものであるという考え方は極論であると考え
ます。やはりキリスト教の祈りには、固有性や独
自性というものがあると思うのです。それでは、
キリスト教の祈りの固有性とは、つまり他宗教の
祈りとの違いとは何なのでしょうか。
　私は、それは「イエス・キリストの御名によっ
て」祈ることにあると考えます。「イエス・キリ
ストの御名によって」祈ることは、キリストの歴
史的固有性に対する同意を前提としています。イ
エスの御名を呼ぶ祈りには、神の御子、子なる神
が人となられ、世の罪の赦しのために十字架に架
けられ、永遠の命の初穂として復活されたという
神の救済の歴史への信頼と告白、そして感謝と賛
美が含まれているからです。「イエス・キリスト
の御名によって」祈ることができる。これが、他
の宗教とキリスト教の祈りの大きな違いなのでは
ないかと思います。

＜行事予定＞
※現時点で9月までの計画分のみ掲載しています。
６／２～３　第111回定時総会� （八代学院、オンライン併用）
　　17　　　第68回東日本小学校教職員協議会�（青山学院初等部）
７／22～24　第67回事務職員夏期学校� （御殿場市・東山荘）
８／１～３　第10回中堅教員リトリート
� （同志社びわこリトリートセンター）
　　７～８　第８回全国災害支援連絡会議
� （九州ルーテル学院大学）
　　10～12　第３回教員リフレッシュ研修� （奈良県洞川温泉）
　　17～19　第56回全国聖書科研究集会� （捜真学院）
　　23～24　第13回中堅事務職員リトリート
� （同志社今出川キャンパス）
　　25　　　第10回大学新任教員研修会� （オンライン）
９／１～２　第９回全国事務局長・事務長会議� （東北学院大学）
　　4　　　第67回大学部会研究集会� （オンライン）
　　８　　　第３回キリスト教活動担当事務職員研修会
� （明治学院大学）
　　９　　　教研部会等委員長会議
� （教育同盟事務局またはオンライン）
　　30　　　本部・地区事務局会議� （オンライン）

―キリスト教の理解を深めるために―

キリスト教Ｑ＆Ａキリスト教Ｑ＆Ａ

キリスト教の祈りと他宗教の
祈りの違いはなんですか？

藤 野 雄 大
東北学院大学講師
宗教主任（ ）

　
２
０
２
３
年
２
月
23
日

（
木
・
祝
）
捜
真
女
学
校
に

て
関
東
地
区
聖
書
科
研
究
集

会
が
行
わ
れ
、
20
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。
講
師
の
山

田
和
人
先
生
は
日
本
キ
リ
ス

ト
教
団
野
比
教
会
牧
師
で
パ

ス
ト
ラ
ル
ケ
ア
の
専
門
家
で

す
。
講
演
題
は
「
相
互
理
解

を
生
む
力
を
養
う
︱
自
己
の

気
づ
き
を
高
め
る
こ
と
︱
」、

案
内
に
は
「
今
回
の
研
修
で

は
、self-awareness 

（
自
己
の
気
づ
き
）
を
重
視

し
た
研
修
内
容
を
考
案
し
て

い
ま
す
」
と
記
さ
れ
て
い
ま

し
た
。self-awareness

は
心
理
学
の
用
語
で
、
通
常

は
「
自
己
認
識
」
と
訳
さ
れ

ま
す
。
こ
こ
か
ら
イ
ン
ス
ピ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
、
開
会

礼
拝
で
は
モ
ー
セ
の
召
命
の

記
事
か
ら
、
エ
ジ
プ
ト
人
の

命
を
奪
い
、
逃
亡
し
た
罪
人

と
し
て
の
「
自
己
認
識
」
を

愛
に
よ
っ
て
「
神
に
仕
え
る

者
（
出
エ
ジ
プ
ト
３
：

12
）」
へ
と
刷
新
し
て
く
だ

さ
る
神
に
つ
い
て
語
り
ま
し

た
。

　
礼
拝
後
に
行
わ
れ
た
講
演

で
は
講
師
か
ら
「
最
近
、
気

づ
き
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？
」「
ど
う
し

た
ら
人
を
活
か
す
言
葉
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
し
ょ
う
か
？
」
と
の
問
い

が
投
げ
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

ひ
と
り
の
教
員
と
し
て
、
様

々
な
思
い
の
中
で
生
き
て
い

る
生
徒
た
ち
を
理
解
し
、
互

い
に
愛
を
も
っ
て
関
係
を
築

い
て
い
く
た
め
に
、「
気
づ

き
」
と
「
言
葉
」
の
重
要
性

を
実
感
し
て
い
ま
し
た
の

で
、
実
際
に
山
田
先
生
が
体

験
し
た
具
体
的
な
事
例
の
数

々
と
「
今
、
自
分
が
経
験
し

て
い
る
こ
と
、
抱
え
て
い
る

こ
と
に
心
を
開
い
て
受
け
入

れ
て
い
く
こ
と
。
そ
の
中
で

自
分
が
学
ん
だ
こ
と
に
正
直

に
向
き
合
う
こ
と
で
真
実
の

言
葉
が
紡
ぎ
出
さ
れ
て
い

く
」
と
の
言
葉
に
勇
気
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

で
は
短
い
物
語
を
読
み
、
命

の
危
機
の
中
で
人
間
の
罪
と

欲
望
が
渦
巻
く
不
条
理
で
理

不
尽
な
現
実
に
振
り
回
さ
れ

る
５
名
の
登
場
人
物
た
ち
の

振
舞
い
を
心
に
留
め
た
あ
と

に
「
チ
ー
ム
と
し
て
の
好
感

度
ラ
ン
キ
ン
グ
を
作
成
す

る
」
と
い
う
課
題
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
私
た
ち

に
は
聖
書
と
い
う
明

確
な
規
範
が
あ
る
と
の
自
負

が
あ
り
ま
し
た
が
、
分
団
で

は
皆
が
つ
け
た
順
位
が
バ
ラ

バ
ラ
で
、
好
感
度
や
嫌
悪
感

を
感
じ
る
基
準
に
こ
れ
ほ
ど

の
違
い
が
あ
る
の
か
と
驚
き

ま
し
た
。
聖
書
と
対
話
し
つ

つ
、
他
者
の
思
考
法
や
感
覚

に
触
れ
る
こ
と
を
通
し
て
、

自
分
自
身
と
向
き
合
う
、

self-awareness 

（
気
づ

き
）
体
験
を
す
る
こ
と
が
で

き
た
研
修
会
と
な
り
ま
し

た
。�

久
保
哲
哉

〈
聖
学
院
中
学
校
高
等
学
校

チ
ャ
プ
レ
ン
〉

山
田
和
人
先
生

　
学
校
法
人
東
北
学
院
が
都

市
型
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
仙

台
市
中
心
部
に
建
設
し
た

「
東
北
学
院
大
学
五
橋
キ
ャ

ン
パ
ス
」
が
完
成
し
、
２
０

２
３
年
４
月
１
日
か
ら
供
用

を
開
始
し
ま
し
た
。

　
五
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
は
仙
台

市
地
下
鉄
五
橋
駅
に
直
結
し

た
利
便
性
の
高
い
キ
ャ
ン
パ

ス
で
、
学
生
や
教
職
員
だ
け

で
な
く
、
一
般
市
民
に
も
開

か
れ
た
交
流
拠
点
と
し
て
の

機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。
多

賀
城
キ
ャ
ン
パ
ス
と
泉
キ
ャ

ン
パ
ス
を
集
約
し
、
土
樋
キ

ャ
ン
パ
ス
と
合
わ
せ
、
全
学

部
学
科
の
学
生
が
と
も
に
学

べ
る
「
文
理
融
合
」
の
環
境

が
整
っ
た
「
ひ
と
つ
の
キ
ャ

ン
パ
ス
」
と
な
り
ま
す
。

　
建
物
は
、
地
上
16
階
建
て

で
「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
コ
モ

ン
ズ
」
や
市
民
と
の
交
流
を

図
る
「
未
来
の
扉
セ
ン
タ

ー
」
を
備
え
た
シ
ュ
ネ
ー
ダ

ー
記
念
館
（
高
層
棟
）、
多

目
的
ホ
ー
ル
や
学
生
食
堂
な

ど
が
あ
る
押
川
記
念
館
（
ホ

ー
ル
棟
）、
学
生
や
教
員
が

学
問
・
研
究
に
励
む
「
研
究

棟
」、「
講
義
棟
」
の
四
棟
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
押
川

記
念
館
の
ホ
ー
ル
に
は
、
泉

キ
ャ
ン
パ
ス
に
設
置
さ
れ
て

「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学

科
」、
人
間
科
学
部
「
心
理

行
動
科
学
科
」、
国
際
学
部

「
国
際
教
養
学
科
」）
を
新

設
し
ま
し
た
。

　
一
連
の
教
学
改
革
の
中

で
、
教
養
教
育
を
主
に
担
当

す
る
教
養
教
育
セ
ン
タ
ー
、

新
し
い
大
学
教
育
を
リ
ー
ド

す
る
高
等
教
育
開
発
室
を
設

置
し
、
時
代
の
要
請
や
地
域

の
課
題
を
担
う
学
際
的
な
新

学
部
新
学
科
と
並
ん
で
、
こ

れ
か
ら
の
本
学
の
可
能
性
を

切
り
拓
く
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
東
北
学
院
大
学

は
、
本
年
４
月
か
ら
、
従
来

の
３
キ
ャ
ン
パ
ス
（
土
樋
、

泉
、
多
賀
城
）
６
学
部
16
学

　
話
題
の
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
登
場

に
匹
敵
す
る
大
き
な
変
革
と

さ
れ
ま
す
が
相
談
機
能
と
し

て
上
手
に
制
御
で
き
る
の

か
、
現
状
と
特
徴
を
正
し
く

理
解
し
た
い
も
の
で
す
。
２

０
１
４
年
に
衝
撃
を
与
え
た

『
雇
用
の
未
来
』で
は
、
半
数

の
職
業
が
Ａ
Ｉ
に
取
っ
て
代

わ
ら
れ
る
反
面
、
教
育
・
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
関
係
、
医

療
関
係
、法
律
関
係
、ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
関
係
は
消
え
な
い

職
業
だ
と
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
様
な
時
代
が
近
づ
い
て

い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
ロ
シ
ア
が
召
集
令
状
を
電

子
化
し
た
と
の
報
道
も
あ
り

ま
し
た
。
１
面
の
主
張
欄
の

例
の
様
に
、
新
し
い
道
具
を

平
和
と
社
会
の
発
展
の
為
に

ど
う
扱
う
か
新
た
な
課
題
で

す
。�

事
務
局
長

科
か
ら
都
心
型
ワ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
（
土
樋
・
五
橋
）
９
学

部
15
学
科
へ
と
大
き
く
変
わ

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

〈
学
校
法
人
東
北
学
院　
法

人
事
務
局
広
報
部
広
報
課
〉

押
川
ホ
ー
ル
で
の
入
学
式（
４
月
４
日
）

式典後、先輩たちからのエール

聖
書
科
研
究
集
会
報
告

聖
書
科
研
究
集
会
報
告

関
東
地
区

東北学院大学東北学院大学
五橋キャンパス供用開始五橋キャンパス供用開始
―地域と共創する 都心型ワンキャンパスの ―地域と共創する 都心型ワンキャンパスの 
  実現と４学部５学科の新設 ―  実現と４学部５学科の新設 ―

シュネーダー記念館（高層棟） 押川記念館（左側）、講義棟（右側）


